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犬繁殖に関するガイドライン 

1. 無発情犬に対する発情誘起 
あすかアニマルヘルス社『動物用セロトロピン』を使用すし FSH（卵胞刺激ホルモン）の上昇を促し 
発情を誘起させる。通常投与翌日から 2 週間以内に発情兆候が見られる。 

一回の発情誘起に対して 4 日又は４回を超えて投与しない。 
前回の発情期間が未確認の犬や前回発情から 7 か月を経過していない犬に対しては発情誘起を
行うべきではない。 

2. 発情開始後 LH 及びプロゲステロン上昇 
あすかアニマルヘルス社『動物用ゴナトロピン』を使用し LH（黄体形成ホルモン）サージを誘発し 
プロゲステロン（黄体ホルモン）の正常な上昇過程を促す。 
発情兆候が弱い発情中を確認できているメス犬に対しプロゲステロン値が 1.5～4 以下の場合に、 
1 回のみ LH サージを誘起するために投与する。 
発情誘起に利用する場合は 1.無発情犬に対する発情誘起と同様の使用方法とする。 

3. 排卵誘起及び多排卵誘起 
排卵が正常に行われることを補助する目的で LH サージ前後にクロミフェン（クロミッドなど）を 
投与する。副作用として多排卵が起こる。産仔数が増えることは歓迎されるので多排卵を目的に使
用する場合もある。 

4. 受精卵着床障害及び習慣性流産を繰り返す犬 
交配日が適正であるにもかかわらず授精しない犬に対し最後の交配から２～3 日後に 1 回のみ 
あすかアニマルヘルス社『動物用ルテウムデポー』を使用し受精卵着床障害を予防する。 

習慣性流産を繰り返す犬に対してはブルセラ症検査が第一選択肢でありブルセラ陰性の場合は 
プロゲステロン値の低下が考えられる。妊娠中のプロゲステロン濃度の低下を防止し流産を予防する
目的で交配後 20 日前後に動物用ルテウムデポーを投与する。 

5. 精液量及び精子数の少ないオス犬 
精液量、精子数いずれかに該当する場合、あすかアニマルヘルス社『動物用ゴナトロピン』を 
1 週間毎に 2～3 回投与する。改善が見られない場合にテストステロンを計測し必要に応じて 
エナルモンデポーなどのテストステロン製剤を投与する。 

6. 人工流産（交配後の妊娠不成立） 

望まない自然交配や人工授精の誤りが起きた後に、妊娠を成立させないための措置 
あすかアニマルヘルス社『オバホルモン注』を交配当日から 40 日以内に 
エストラジオール安息香酸エステルとして 1 ㎎を投与することで、着床防止、着床している場合は、人
工流産を促すことが出来る。
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交配日予測のためのガイドライン 

３. プロゲステロン数値の読み方 

1.9ng 以下→発情（ヒート）は始まったばかりもしくは発情がきていない可能性もある 3、4 日してからの再

検査を推奨。 

2ng～5ng→発情（ヒート）中であることが確定。LH サージが起きている最中で 48 時間以内に排卵する

から交配する場合は準備を行う。 

5ng～9ng→今まさに排卵している。今から卵子が成熟して授精可能になるまで 48 時間程度かかるので交

配はまだ。 

10ng～18ng→自然交配又は新鮮精液による交配なら今すぐ交配する!20ng を過ぎたら妊娠は手遅れ

になる。 

18ng～24ng→凍結精子や冷蔵精液を使うなら今のタイミングで行う。開腹人工授精か子宮頸管内人工

授精するなら今のタイミングがベスト。卵子が成熟している状態。 

25ng 以上→交配しても妊娠する可能性は低い。  

40ng 以上→正常に発情排卵サイクルが起きて正常に排卵が終わった状態。 

妊娠してるかどうかはこの数字では分からない。 

排卵日の予測↓ 

2ng 以下→この数値では交配日の予測を行うことは難しい! 

2ng～4ng→3.4 日後に再検査を推奨、4～5 日後が 1 回目交配適日 6～7 日後が 2 回目交配適日 

4ng～5ng→３～4 日後が 1 回目交配適日 5～6 日後が 2 回目交配適日 

6ng～7ng→２～3 日後が 1 回目交配適日４～5 日後が 2 回目交配適日 

8ng～9ng→1～2 日後が 1 回目交配適日 3～４日後が 2 回目交配適日 

10ng 以上→今すぐが交配適日  

20ng 以上→交配しても受胎する確率は低い。卵子の寿命が尽きかけている。 

 

４. プロゲステロン測定回数 

プロゲステロンは発情開始日が正確に分かっていれば発情開始 10 日目程度でも 10ng 未満であると思われ

るが開始日が定かではない場合は出血量やメス犬の陰部の状態や刺激を与えてみて開始後の日数を大まか

に予測し排卵前に検査することが望ましい。 

初回の検査数値が４ng 以下であれば最低 3 回の検査を推奨。 

初回の検査数値が 5ng 以上であれば最低 2 回の検査を推奨。 

 

５. 出産前のプロゲステロン数値 

出産前にプロゲステロン値が下降してくるため出産の時期を判断することが出来る。 

2ng/ml 以下で出産 36～48 時間以内 

1ng/ml ではいつ生まれてもおかしくありません。 
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